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１ 趣旨 

 

この仕様書は、公益財団法人埼玉県下水道公社（以下「公社」という。）

が購入する脱臭用活性炭・脱臭剤（以下「活性炭」という。）について

必要な事項を定める。 

  

２ 規 格 等 

 

納入者は、別表１に基づく活性炭を納入する。その試験方法は、JISK1474

に準ずる方法とする。ただし、吸着量は除く。 

 

３ 規格の遵守 

 

納入者は、活性炭の規格を遵守し、規格外の活性炭を納入しないこと。 

また、規格外の活性炭を納入したため、明らかに納入者の責に帰すべき

障害を生じた場合は、納入者が障害の復旧の責任を負うこと。 

 

４ 品質の報告及

び分析等 

 

納入品の報告等は、次のとおり。 

（１）品質の報告 

契約者は、納入品について事前に公社の承諾を受けること。 

また、契約者は、活性炭納入時に別表２による性状分析の出荷報告

書を提出すること。 

（２）交換前後の臭気測定 

契約者は、活性炭交換前後の活性炭吸着塔の入口及び出口における

臭気測定を行うこと。 

測定方法は、ガス検知管方式とし、硫化水素、メチルメルカプタン、

アンモニア等の濃度を測定し報告すること。 

（３）使用済み活性炭の劣化度調査 

納入者は、納入（交換）により発生した使用済み活性炭の劣化状態

を、別表５に基づいて調査し、劣化炭分析報告書を提出すること。 

（４）臨時の分析 

公社が必要と認める場合、臨時の活性炭分析を納入者の負担により

行わせることができる。 

なお、分析機関については公社が指定する。 

 

５ 納入場所及び

納入数量等 

 

活性炭の納入場所及び納入数量等は、別表３のとおり。 

ただし、納入数量は、設計計算値の重量であり、納入に当たっては、充

填高さを満たすよう調整すること。 

なお、この場合の費用は納入者が負担すること。 

 

６ 納入方法及び

注意事項等 

 

納入にあたっては硫化水素発生箇所であることに留意し、特に次にあげ

る注意事項等を遵守し安全に行うこと。 

（１） 活性炭の納入等については、現地への搬入及び吸着塔内の活

性炭の交換作業を行うこと。また、パッキン類の消耗品につ

いては、契約者が負担し交換すること。  

交換作業においては、圧密が掛からないようにカートリッジ

内等に充填し、表面を平に均すこと。 

（２） 活性炭交換の実施日は、脱臭設備が停止となるため、事前に
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協議し決定すること。また、停止時間が最短となる工程で行

うこと。 

（３） 契約者は、脱臭設備の活性炭納入には道路交通法を遵守し、

交通整理員の配置やバリケード等の安全対策を講ずること。 

（４） 契約者は、納入時に脱臭設備内部による作業等を実施する場

合については、ガス測定器等を用いて酸欠事故等にならない

よう十分安全対策を講ずること。 

（５） 活性炭交換時には、粉塵が飛散しないように養生を行うとと

もに、吸着塔内の清掃を行うこと。 

（６） 脱臭設備の諸電源の入切やバルブの操作等行う場合は、公社

及び契約者で確認し実施すること。 

（７） 納入は土曜日、日曜日及び祝日を除く日とする。また、納入

に際しては、公社立会のうえ行うこと。 

（８） 納入する活性炭は新炭とすること。 

（９） 契約者は、納入（交換）により発生した、使用済み活性炭は

原則、引き取り再生すること。 

使用済み活性炭を産業廃棄物処分する場合は、関係法令に基

づき適正に処分するとともに、マニフェスト(写)を提出する

こと。なお、現在使用している活性炭の納入時の性状は別表

４のとおり。 

（１０） 契約者は、活性炭納入時、写真を撮影し報告すること。 

（１１） 納入品の交換終了後は、設備の試運転を実施し点検を行うこ

と。 

（１２） 契約者は、納入した活性炭を１kg 程度採取し、公社に提出す

ること。 

（１３） 納入品に異常があった場合、速やかに取替等の処置や活性炭

の分析などを講ずること。 

（１４） 別表３の脱臭装置のうち、吸着塔内のカートリッジに著しい

腐食がみられた場合、活性炭交換時の破損や、交換後臭気漏

れ等の懸念があるため、公社に報告した後、活性炭の交換と

合わせて契約者がカートリッジの交換も行うこと。カートリ

ッジは公社支給とすること。ただし、新規カートリッジの吊

り上げ金具位置は既設と異なる場合があるため、吊り上げ時

は注意し、スリングベルト等で調整して吊り上げること。ま

た交換したカートリッジは契約者が場内の廃材置場まで移動

させること。 

（１５） 作業中に異常があった場合は、直ちに作業を中止し公社に連

絡すること。 

（１６） 有害ガスの飛散その他事故が発生した場合は、直ちに公社に

連絡するとともに必要な応急措置を行うこと。 

（１７） 酸素欠乏危険場所及び類似の危険場所においては、法定で定

められた作業主任者講習や特別教育修了者以外の者が業務に

就かないこと。また、作業主任者を選任すること。 
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７ 計   量 

 

契約者は、納入時に重量証明を提出するとともに、必ず水循環センター

内に設置してある計量器（検定合格器）を使用し積載量（総重量・空重

量）を計量すること。場内に計量器がない施設に納入する際は、新河岸

川水循環センター内の計量器を使用すること。 

ただし、計量器が故障、停電、点検等により計量ができない場合は、納

入者の負担により他の計量器（検定合格器）を用いて計量すること。 

なお、この場合においては、当該計量器の検定書の写しを提出すること。 

 

８ 納入期限及び 

  交換時期 

納入期限は、令和７年２月２８日とする。（提出書類含む。） 

交換時期は別表３のとおり。 

 

９ 安全対策等 （１）活性炭の交換にあたっては、労働安全衛生法等の関係法令を厳守

すること。 

（２）納入者は、道路上で作業を行う場合、埼玉県の「道路工事現場に

おける標示施設等の設置基準」に準じて、作業中標示看板を設置

すること。 

 

10 提出書類 

 

納入者は、次の書類について提出する。 

（１）製品安全データシート（契約後速やかに） 

（２）工程表（事前協議後速やかに） 

（３）実施計画書 

（４）性状分析結果（活性炭交換時まで） 

（５）作業報告書 

・写真（作業写真、交換活性炭等） 

・臭気測定デ－タ 

・計量表 

・劣化炭分析結果 

（６）道路使用許可（写）（必要に応じて） 

（７）リサイクル証明または、発生材処分に関する資料（マニフェスト

など） 

（８）その他、安全対策に関する資料（手順書・要領書等） 

 

11 環境配慮への

取り組み 

 

環境負荷の低減や汚染・事故の防止、環境管理体制の確立を図るとと

もに、地域住民への信頼性の向上を図ることを目的として、公益財団

法人埼玉県下水道公社が行う環境に配慮した活動に積極的に参加する

こと。 

 

12 その他 この仕様書に定めのない事項に関しては、公社、契約者が協議のうえ

定める。 
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別表１ 納入活性炭・脱臭剤の規格仕様 

 

１ 活性炭（ヤシ殻系破砕炭） 

（１－１）中性ガス用活性炭（添着炭） 

１ 充填密度 500～620g/L 

２ 粒度 4～8 メッシュ 95％以上 

３ 硬さ 90％以上 目標 98％以上 

４ 硫化メチル吸着量 4％以上 

 

（１－２）酸性ガス用活性炭（添着炭） 

１ 充填密度 430～520g/L 

２ 粒度 4～8 メッシュ 95％以上 

３ 硬さ 90％以上 目標 98％以上 

４ 硫化水素吸着量 30％以上 

 

２ 活性炭（ペレット状造粒炭） 

（２－１）中性ガス用活性炭（添着炭） 

１ 充填密度 450～570g/L 

２ 粒度 4～6 メッシュ 95％以上 

３ 硬さ 95％以上 目標 98％以上 

４ 硫化メチル吸着量 4％以上 

 

（２－２）塩基性ガス用活性炭（添着炭） 

１ 充填密度 500～570g/L 

２ 粒度 4～6 メッシュ 95％以上 

３ 硬さ 95％以上 目標 98％以上 

４ アンモニア吸着量 4％以上 

 

（２－３）酸性ガス用活性炭（添着炭） 

１ 充填密度 450～580g/L 

２ 粒度 4～6 メッシュ 95％以上 

３ 硬さ 95％以上 目標 98％以上 

４ 硫化水素吸着量 30％以上 

 

（２－４）酸性・両性ガス用活性炭（無添）※新河岸川水循環センター管理本館にて使用 

１ 充填密度 400～500g/L 

２ 粒度 4～8 メッシュ 95％以上 

３ 硬度 90％以上目標 98％以上 

４ 乾燥減量 5％以下 

５ ベンゼン吸着量 30％以上 
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３ 腐植性脱臭剤（ペレット状） 

（３－1）酸性・両性ガス用 

１ 粒度 4～8 メッシュ 95％以上 

２ 充填密度 0.65～0.75kg/L 

３ 硬さ 95％以上 

４ 水分率 13％以下 

 

（３－２）中性ガス用 

１ 粒度 4～6 メッシュ 95％以上 

２ 充填密度 0.45～0.55kg/L 

３ 硬さ 95％以上 

 

４ ハニカム活性炭脱臭剤 

１ 活性炭寸法 寸法 150±3 ㎜ 厚み 30±1.0 ㎜ 

150 ㎜×150 ㎜×30ｔ(1 枚あたり) 

２ カートリッジ内容量 24 枚／台 

３ カートリッジ数量 2 列×3 行×3 段（18 台） 

４ カートリッジ構成 1 段目（上段） ： 中性用 24 枚 

2 段目（中段） ： 中性用 8 枚、酸性用 16 枚 

3 段目（下段） ： 酸性用 24 枚 

５ 活性炭数量 中性ガス用      ：192 枚 

酸性ガス用      ：240 枚 

６ かさ密度 0.25～0.40g/ml 

７ 圧力損失 700Pa/m 以下 

８ アセトン吸着量 15wt％以上 

 

５ 球状特殊添着炭フィルタ 

１ 活性炭フィルタ銘柄（既設） ＳＡフィルタ（セイコー化工機） 

２ 活性炭フィルタ数量 ９本／段×２段 18 本 

３ 活性炭形状 球状特殊添着炭（テクセルコール相当品） 

４ 活性炭充填量 1.16kg／本（約 21kg） 

５ 充填密度 0.48～0.62g/mL 

６ 硬さ 95％以上 

７ 硫化水素吸着量 28％以上 

８ メチルメルカプタン吸着量 28％以上 

９ 硫化メチル吸着量 10％以上 

10 二硫化メチル吸着量 20％以上 

※吸着量は、各ガス濃度 5ppm の時の値。 
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別表２ 納入活性炭の性状分析項目 

 

１ 活性炭（ヤシ殻系破砕炭） 

（１－１）中性ガス用活性炭（添着炭） 

 分 析 項 目 

１ 充填密度 g/L 

２ 粒度 ％ 

３ 硬さ ％ 

４ 硫化メチル吸着量 ％ 

５ ｐＨ  

 

（１－２）酸性ガス用活性炭（添着炭） 

 分 析 項 目 

１ 充填密度 g/L 

２ 粒度 ％ 

３ 硬さ ％ 

４ 硫化水素吸着量 ％ 

５ ｐＨ  

 

 

２ 活性炭（ペレット状造粒炭） 

（２－１）中性ガス用活性炭（添着炭） 

１ 充填密度 g/L 

２ 粒度 ％ 

３ 硬さ ％ 

４ 硫化メチル吸着量 ％ 

５ ｐＨ  

 

（２－２）塩基性ガス用活性炭（添着炭） 

１ 充填密度 g/L 

２ 粒度 ％ 

３ 硬さ ％ 

４ アンモニア吸着量 ％ 

５ ｐＨ  

 

（２－３）酸性ガス用活性炭（添着炭） 

１ 充填密度 g/L 

２ 粒度 ％ 

３ 硬さ ％ 

４ 硫化水素吸着量 ％ 

５ ｐＨ  
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（２―４）酸性・両性ガス用活性炭（無添）※新河岸川水循環センター管理本館にて使用 

１ 充填密度 g/L 

２ 粒度 ％ 

３ 硬さ ％ 

４ 乾燥減量 ％ 

５ ベンゼン吸着量 ％ 

６ ｐＨ  

 

３ 腐植性脱臭剤（ペレット状） 

（３－１）酸性・両性ガス用 

 分 析 項 目 

１ 粒度 ％ 

２ 充填密度 kg/L 

３ 硬さ ％ 

４ 水分率 ％ 

 

（３－２）中性ガス用 

 分 析 項 目 

１ 粒度 ％ 

２ 充填密度 kg/L 

３ 硬さ ％ 

 

４ ハニカム活性炭脱臭剤 

 分 析 項 目 

１ 活性炭寸法 ㎜ 

２ カートリッジ内容量 24 枚／台 

３ カートリッジ数量 2 列×3 行×3 段（18 台） 

４ カートリッジ構成 1 段目（上段）  ：中性用 24 枚 

2 段目（中段）  ：中性用 8 枚、酸性用 16 枚 

3 段目（下段）  ：酸性用 24 枚 

５ 活性炭数量 中性ガス用      ：192 枚 

酸性ガス用      ：240 枚 

６ かさ密度 g/ml 

７ 圧力損失 Pa/m 

８ アセトン吸着量 wt％ 
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５ 球状特殊添着炭フィルタ 

 分 析 項 目 

１ 活性炭フィルタ銘柄  

２ 活性炭フィルタ数量 ９本／段×２段 18 本 

３ 活性炭形状 球状特殊添着炭 

４ 活性炭充填量 kg／本（kg） 

５ 充填密度 g/ml 

６ 硬さ ％ 

７ 硫化水素吸着量 ％ 

８ メチルメルカプタン吸着量 ％ 

９ 硫化メチル吸着量 ％ 

10 二硫化メチル吸着量 ％ 

※吸着量は、各ガス濃度 5ppm の時の値。 
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別表３―１ 納入場所及び納入数量 

 
脱臭装置設置場所 吸着剤種類 数量(kg) 

交換 

時期 

１ 沈砂池 ヤシ殻系破砕炭 

中性ガス用(上段) 2,100 12 月 

 
酸性ガス用(中段) 0 - 

 酸性ガス用(下段) 2,100 12 月 

２ 分水槽 ハニカム炭 
中性ガス用 192 12 月 

酸性ガス用 240 12 月 

３ 水処理１系 ヤシ殻系破砕炭 

中性ガス用(上段) 7,800 8 月 

酸性ガス用(中段) 0 - 

酸性ガス用(下段) 7,800 8 月 

４ 水処理２系 ヤシ殻系破砕炭 

中性ガス用(上段) 7,800 8 月 

酸性ガス用(中段) 0 - 

酸性ガス用(下段) 7,800 8 月 

５ 水処理３系 ヤシ殻系破砕炭 

中性ガス用(上段) 7,800 8 月 

酸性ガス用(中段) 0 - 

酸性ガス用(下段) 7,800 8 月 

６ 水処理４系 ヤシ殻系破砕炭 

中性ガス用(上段) 7,800 8 月 

酸性ガス用(中段) 0 - 

酸性ガス用(下段) 7,800 8 月 

７ 
水処理 5系-1 

(1 号,2 号) 
ヤシ殻系破砕炭 

中性ガス用(上段) 6,020 12 月 

 酸性ガス用(中段) 0 - 

 
酸性ガス用(下段) 6,020 12 月 

 

８ 
水処理 5系-2 

(3 号,4 号) 
ヤシ殻系破砕炭 

中性ガス用(上段) 5,180 12 月 

 酸性ガス用(中段) 0 - 

 
酸性ガス用(下段) 5,180 12 月 

 

９ 
富士見中継 

ポンプ場沈砂池 
ヤシ殻系破砕炭 

中性ガス用(上段) 2,100 1 月 

酸性ガス用(中段) 0 - 

 
酸性ガス用(下段) 2,100 1 月 

１０ 
富士見中継 

ホッパー室 
ペレット状造粒炭 

中性ガス用(上段) 950 1 月 

塩基性ガス用(中段) 950 1 月 

酸性ガス用(下段) 950 1 月 

※１ 項目１～8 の設置場所は、新河岸川水循環センター内です。 

※２ 項目２ 分水槽 ハニカム炭の単位は (枚)。 
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別表３―２ 納入場所及び納入数量 

※３ 項目 15 不老川幹線人孔 

フロ-11（川越市砂 61）他 9 箇所（フロ-8-1,8-2,14,19-1,19-2,22,24,25-1,25-2） 

※４ 項目 16 不老川幹線 フロ-4 添着炭フィルタの単位は (本) 

※５ 項目 17・18 新河岸川幹線 シン－６０（川越市鯨井 135） 

※６ 交換時期が空白のものは活性炭交換をせず、下段に積み替えます。 

   1 月交換時の、川島南中継ポンプ場の中段も同様 

※７ 交換時期は予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 脱臭装置設置場所 吸着剤種類 数量(kg) 
交換 

時期 

１１ 
川島南 

中継ポンプ場 
ヤシ殻系破砕炭 

中性ガス用(上段) 535 9、2月 

 酸性ガス用(中段) 535 -、2月 

- 酸性ガス用(下段) 535 9、2月 

 

１２ 
川島北 

中継ポンプ場 
ヤシ殻系破砕炭 

中性ガス用(上段) 350 1 月 

酸性ガス用(中段) 0 - 

 酸性ガス用(下段) 350 1 月 

１３ 
吉見 

中継ポンプ場 
ヤシ殻系破砕炭 

中性ガス用(上段) 335 

5 

9、2月 

 酸性ガス用(中段) 375 9、2月 

 酸性ガス用(下段) 375 9、2月 

 

１４ 

新河岸川上流 

水循環センター 

３系水処理 

ベレット状造粒炭 

中性ガス用（上段） 3680 1 月 

酸性ガス用（下段） 3312 1 月 

１５ 

※３ 

不老川幹線人孔 

(10 箇所) 

腐植質 

ペレット状 
酸性・両性ガス用 

300 

(30×10 箇所) 
1 月 

１６ 

※４ 

不老川幹線 

フロ－４ 

球状特殊添着炭 

フィルタ 
両性ガス用 18 1 月 

１７ 
新河岸川幹線 

シン－６０(上) 

腐植質 

ペレット状 
酸性・両性ガス用 300 1 月 

１８ 
新河岸川幹線 

シン－６０(下) 

腐植質 

ペレット状 

酸性・両性ガス用 500 1 月 

中性ガス用 375 1 月 

１９ 

※６ 

本館脱臭装置 

（水質試験室用） 

ペレット状造粒炭 酸性・両性ガス用 544 1 月 
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別表４ 使用済み活性炭性状（納入時）参考 

 

１ 活性炭（ヤシ殻系破砕炭） 

（１－１）中性ガス用活性炭（添着炭） 

１ 充填密度 538g/L 

２ 粒度 97.5％ 

３ 硬さ 97.4％ 

４ 硫化メチル吸着量 4.5％ 

５ ｐＨ 1.7 

 

（１－２）酸性ガス用活性炭（添着炭） 

１ 充填密度 518g/L 

２ 粒度 98.6％ 

３ 硬さ 97.0％ 

４ 硫化水素吸着量 32.5％ 

５ ｐＨ 10.2 

 

２ 活性炭（ペレット状造粒炭） 

（２－１）中性ガス用活性炭（添着炭） 

１ 充填密度 500g/L 

２ 粒度 97.5％ 

３ 硬さ 99.8％ 

４ 硫化メチル吸着量 7.1％ 

５ ｐＨ ― 

 

（２－２）塩基性ガス用活性炭（添着炭） 

１ 充填密度 570g/L 

２ 粒度 97.8％ 

３ 硬さ 99.6％ 

４ アンモニア吸着量 7.9％ 

５ ｐＨ ― 

 

（２－３）酸性ガス用活性炭（添着炭） 

１ 充填密度 430g/L 

２ 粒度 96.5％ 

３ 硬さ 99.8％ 

４ 硫化水素吸着量 39.5％ 

５ ｐＨ ― 
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３ 腐植性脱臭剤（ペレット状） 

（３－１）酸性・両性ガス用 

１ 粒度 97％ 

２ 充填密度 0.70kg/L 

３ 硬さ 97％ 

４ 水分率 3.3％ 

 

（３－２）中性ガス用 

１ 粒度 96％ 

２ 充填密度 0.52kg/L 

３ 硬さ 99％ 

 

４ ハニカム活性炭脱臭剤 

１ 活性炭寸法 中性ガス用  寸法 150±3 ㎜ 厚み 30±1.0 ㎜ 

酸性ガス用  寸法 150±3 ㎜ 厚み 30±1.0 ㎜ 

２ カートリッジ内容量 24 枚／台 

３ カートリッジ数量 2 列×3 行×3 段（18 台） 

４ カートリッジ構成 1 段目（上段）  ：中性用 24 枚 

2 段目（中段）  ：中性用 8 枚、酸性用 16 枚 

3 段目（下段）  ：酸性用 24 枚 

５ 活性炭数量 中性ガス用      ：192 枚 

酸性ガス用      ：240 枚 

６ かさ密度 中性ガス用 0.35g/ml 

酸性ガス用 0.38g/ml 

７ 圧力損失 中性ガス用 672Pa/m 以下 

酸性ガス用 680Pa/m 以下 

８ アセトン吸着量 中性ガス用 17.0wt％ 

酸性ガス用 17.0wt％ 

 

５ 球状特殊添着炭フィルタ 

１ 活性炭フィルタ銘柄 テクセルコール 球状特殊添着炭 SA フィルタ 

２ 活性炭フィルタ数量 ９本／段×２段 18 本 

３ 活性炭形状 球状特殊添着炭 

４ 活性炭充填量 約 21kg 

５ 充填密度 0.59g/ml 

６ 硬さ 99％ 

７ 硫化水素吸着量 31.5％ 

８ メチルメルカプタン吸着量 30.0％ 

９ 硫化メチル吸着量 10.5％ 

10 二硫化メチル吸着量 21.4％ 

※吸着量は、各ガス濃度 5ppm の時の値。 
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別表５ 劣化炭分析項目 

 

 試験項目 単位 

１ 充填密度 (g/mL) 

２ 粒度 ４～８メッシュ (％) 

３ 硬度 (％) 

４ pH (―) 

５ アセトン吸着性能 (％) 

６ 揮発分 (％) 

７ 硫黄吸着量 (％) 

 

分析方法 

・充填密度 

JIS.K-1474 粒状活性炭試験法に準じ、所定の容器を用いて、最密に充填し、その重量を秤

量して、充填密度を求める。 

・粒度 

JIS.K-1474 粒状活性炭試験法に準じ、試料をふるいに分け、各ふるい上に残った試料の質

量から粒度を求める。 

・硬度 

JIS.K-1474 粒状活性炭試験法に準じ、試料を鋼球と共に入れた硬さ試験用皿を振とうした

後ふるい分け、ふるい上に残った試料の質量を求め、元の試料の質量との比から硬さを求

める。 

・ｐH 

JIS.K-1474 粒状活性炭試験法に準じ、試料に蒸留水を加え、一定時間煮沸し、冷却した後、

ｐH 計で測定する。 

・アセトン吸着量 

JIS.K-1474 粒状活性炭試験法に準じ、活性炭試料にアセトン溶剤蒸気を通し、質量が一定

となった時の試料の増量から平衡吸着性能を求める。 

・硫黄吸着量 

活性炭試料に吸着されている硫黄化合物を酸素気流中で燃焼させ、硫黄酸化物とし、これ

を過酸化水素水に吸収させ、生成硫酸をアルカリで滴定して求める。 

・揮発分 

JIS.K-1474 粒状活性炭試験法に準じ、試料 900℃で７分間所定の恒温乾燥機で乾燥し、そ

の重量減少量を求める。 



脱臭用活性炭・脱臭剤購入
図面一覧

図　面　名 図面番号

沈砂池　脱臭装置 2～6

1新河岸川水循環センター　平面図

分水槽　脱臭装置

水処理５系ー１　脱臭装置

水処理５系ー２　脱臭装置

富士見中継ポンプ場　沈砂池　脱臭装置

川島南中継ポンプ場　沈砂池　脱臭装置

水処理１系　脱臭装置

水処理２系　脱臭装置

水処理３系　脱臭装置

水処理４系　脱臭装置

7～11

30～35

36～40

41～46

56～61

53～55

47～52

96～97

新河岸川幹線

管理本館脱臭装置

62～68

69～73

74～91

92～95

川島北中継ポンプ場　沈砂池　脱臭装置

吉見中継ポンプ場　沈砂池　脱臭装置

新河岸川上流水循環センター　３系水処理　脱臭装置

不老川幹線人孔

12～16

17～21

22～25

26～29

富士見中継ポンプ場　ホッパー室　脱臭装置



（和光市新倉６－１－１）

15：移動式脱臭装置(1F)

管理本館(対象外)

重力濃縮棟

自
家
発

電
気
棟

機
械
濃
縮
棟

汚泥ケーキ
貯留施設

18

図面１　新河岸川水循環センター　平面図　　　



図面２　沈砂池脱臭装置



図面３　沈砂池脱臭装置



図面４　沈砂池脱臭装置



図面５　沈砂池脱臭装置



10ｔ×40Ｗ
ネオプレン
スポンジパッキン

図面６　沈砂池脱臭装置



図面７　分水槽脱臭装置　　　



図面８　分水槽脱臭装置　　　



図面９　分水槽脱臭装置　　　



図面１０　分水槽脱臭装置　　　



図面１１　分水槽脱臭装置　　　



図面１２　水処理１系脱臭装置



図面１３　水処理１系脱臭装置



図面１４　水処理１系脱臭装置



10ｔ×40Ｗ
ネオプレン
スポンジパッキン

図面１５　水処理１系脱臭装置



図面１６　水処理１系脱臭装置



図面１７　水処理２系脱臭装置



図面１８　水処理２系脱臭装置



図面１９　水処理２系脱臭装置



10ｔ×40Ｗ
ネオプレン
スポンジパッキン

図面２０　水処理２系脱臭装置



図面２１　水処理２系脱臭装置



図面２２　水処理３系脱臭装置



図面２３　水処理３系脱臭装置



10ｔ×40Ｗ
ネオプレン
スポンジパッキン

図面２４　水処理３系脱臭装置



図面２５　水処理３系脱臭装置



図面２６　水処理４系脱臭装置



図面２７　水処理４系脱臭装置



図面２８　水処理４系脱臭装置



10ｔ×40Ｗ
ネオプレン
スポンジパッキン

図面２９　水処理４系脱臭装置



図面３０　水処理５系－１脱臭装置



図面３１　水処理５系－１脱臭装置



図面３２　水処理５系－１脱臭装置



10ｔ×40Ｗ
ネオプレン
スポンジパッキン

図面３３　水処理５系－１脱臭装置



図面３４　水処理５系－１脱臭装置



図面３５　水処理５系－１脱臭装置



活性炭吸着塔

５系水処理設備（５－２）

機器配置図

図面３６　水処理５系－２脱臭装置



５-１系脱臭装置

５-２系脱臭装置

図面３７　水処理５系－２脱臭装置



５系水処理設備

活性炭吸着塔　外形図

図面３８　水処理５系－２脱臭装置



５系水処理設備

カートリッジ　外形図

10ｔ×40Ｗ
ネオプレン
スポンジパッキン

10ｔ×40Ｗ
ネオプレン
スポンジパッキン

図面３９　水処理５系－２脱臭装置



５系水処理設備

釣具、ホイスト詳細図

図面４０　水処理５系－２脱臭装置



9:沈砂池脱臭装置(B2F)

（富士見市水子２９３４－１）

図面４１　富士見中継ポンプ場
　　　　　沈砂池脱臭装置



図面４２　富士見中継ポンプ場
　　　　　沈砂池脱臭装置



図面４３　富士見中継ポンプ場
　　　　　沈砂池脱臭装置



図面４４　富士見中継ポンプ場
　　　　　沈砂池脱臭装置



図面４５　富士見中継ポンプ場
　　　　　沈砂池脱臭装置



10ｔ×40Ｗ
ネオプレン
スポンジパッキン 図面４６　富士見中継ポンプ場

　　　　　沈砂池脱臭装置



富士見中継ポンプ場
ホッパー室脱臭装置

活性炭吸着塔

図面４７　富士見中継ポンプ場
　　　　　ホッパー室脱臭装置



富士見中継ポンプ場
ホッパー室脱臭装置

図面４８　富士見中継ポンプ場
　　　　　ホッパー室脱臭装置



図面４９　富士見中継ポンプ場
　　　　　ホッパー室脱臭装置



富士見中継ポンプ場
ホッパー室脱臭装置
活性炭カートリッジ

10ｔ×40Ｗ
ネオプレン
スポンジパッキン

10ｔ×40Ｗ
ネオプレン
スポンジパッキン

図面５０　富士見中継ポンプ場
　　　　　ホッパー室脱臭装置



富士見中継ポンプ場
ホッパー室脱臭装置
カートリッジ吊り具

図面５１　富士見中継ポンプ場
　　　　　ホッパー室脱臭装置



富士見中継ポンプ場
ホッパー室脱臭装置
フロー図 図面５２　富士見中継ポンプ場

　　　　　ホッパー室脱臭装置



8:活性炭吸着塔(2F)

川島南中継ポンプ場
（川島町伊草５６－１） 図面５３　川島南中継ポンプ場

　　　　　沈砂池脱臭装置



活性炭吸着塔(2F)

図面５４　川島南中継ポンプ場
　　　　　沈砂池脱臭装置



図面５５　川島南中継ポンプ場
　　　　　沈砂池脱臭装置



活性炭吸着塔

川島北中継ポンプ場
（川島町上伊草１１９６）

図面５６　川島北中継ポンプ場
　　　　　沈砂池脱臭装置



図面５７　川島北中継ポンプ場
　　　　　沈砂池脱臭装置



図面５８　川島北中継ポンプ場
　　　　　沈砂池脱臭装置



図面５９　川島北中継ポンプ場
　　　　　沈砂池脱臭装置



12：川島北中継ポンプ場図面６０　川島北中継ポンプ場
　　　　　沈砂池脱臭装置



図面６１　川島北中継ポンプ場
　　　　　沈砂池脱臭装置



（吉見町荒子１２７１）

図面６２　吉見中継ポンプ場
　　　　　沈砂池脱臭装置



12:

（吉見町荒子１２７１）

図面６３　吉見中継ポンプ場
　　　　　沈砂池脱臭装置



13：吉見中継ポンプ場図面６４　吉見中継ポンプ場
　　　　　沈砂池脱臭装置



13：吉見中継ポンプ場図面６５　吉見中継ポンプ場
　　　　　沈砂池脱臭装置



13：吉見中継ポンプ場図面６６　吉見中継ポンプ場
　　　　　沈砂池脱臭装置



13：吉見中継ポンプ場

図面６７　吉見中継ポンプ場
　　　　　沈砂池脱臭装置



10ｔ×40Ｗ
ネオプレン
スポンジパッキン

13：吉見中継ポンプ場図面６８　吉見中継ポンプ場
　　　　　沈砂池脱臭装置



新河岸川上流水循環センター
全体平面図 19:３系水処理脱臭装置

図面６９　新河岸川上流水循環センター
　　　　　3系水処理脱臭装置



新河岸川上流水循環センター
３系脱臭装置フロー図

図面７０　新河岸川上流水循環センター
　　　　　3系水処理脱臭装置　



新河岸川水循環センター
３系脱臭装置

図面７１　新河岸川上流水循環センター
　　　　　3系水処理脱臭装置



新河岸川上流水循環センター
活性炭吸着塔

図面７２　新河岸川上流水循環センター
　　　　　3系水処理脱臭装置



新河岸川上流水循環センター
活性炭カートリッジ・吊り具

図面名７３　新河岸川上流水循環センター
　　　　　　3系水処理脱臭装置



フロ-25

フロ-24

フロ-22

フロ-19

フロ-14

フロ-11

フロ-8

不老川幹線

フロ-4

フロ－4,8,11（川越市大字砂地内）
フロ－14,19（川越市大字今福地内）
フロ－22,24,25（川越市大字南大塚地内）図面７４　不老川幹線人孔 

　　　　　不老川幹線 フロ-4



図面７５　不老川幹線人孔



図面７６　不老川幹線人孔



図面７７　不老川幹線人孔



図面７８　不老川幹線人孔



図面７９　不老川幹線人孔



図面８０　不老川幹線人孔



図面８１　不老川幹線人孔



図面８２　不老川幹線人孔



図面８３　不老川幹線人孔



図面８４　不老川幹線人孔



図面８５　不老川幹線人孔



図面８６　不老川幹線人孔



□交換箇所

不老川幹線人孔脱臭装置　現場案内図

図面８７　不老川幹線
　　　　　フロ－４



不老川幹線人孔脱臭装置　機器配置図

□交換箇所

図面８８　不老川幹線
　　　　　フロ－４



図面８９　不老川幹線
　　　　　フロ－４



図面９０　不老川幹線
　　　　　フロ－４



不老川幹線人孔脱臭装置
φ100

図面９１　不老川幹線
　　　　　フロ－４



シン-６０（上・下）

新河岸川幹線　シン－６０（上・下）
（川越市大字鯨井地内）

※シン－６０（上）は、躯体3.5ⅿ上に設置

新河岸川幹線
図面９２　シン－６０（上）
　　　　　シン－６０（下）



吸着塔

シン60　脱臭施設装置図(上部)

図面９３　新河岸川幹線
　　　　　シン－６０（上）



図面９４　新河岸川幹線
　　　　　シン－６０（上）



活性炭吸着塔

図面９５　新河岸川幹線
　　　　　シン－６０（下）



図面９６　管理本館脱臭装置



図面９７　管理本館脱臭装置


